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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 トルコギキョウの短日処理は秋出しの品質向上には有効な技術であるが、現在効果が高いとされて
いる処理期間は定植前後30日間（延べ60日間）と長い。そこで、遮光資材の開閉期間を大きく短縮で
き、切り花品質への影響が少ない、定植後30日間の処理技術を確立した。

(1) 早生種、中生種、晩生種ともに定植後30日間の短日処理で、収穫が遅延するとともに、切り花長
が長くなり、切り花重も重くなった。

(2) 収穫期は、定植後30日間処理したものが定植前後30日間処理したものに比べ、3～9日早まっ
た。

(3) 切り花品質は、定植後30間処理したものが定植前後30日間処理したものに比べ、切り花重が重
く、花蕾数の多い傾向にあった。切り花長は、一定の傾向が認められなかったが、定植後30日間
処理したものが定植前後30日間処理したものに比べ、極端に短くなることはなかった。

(4) 上位規格品は、定植後30日間処理したものが定植前後30日間処理したものに比べ、同等から多
くなる傾向にあった。

２ 期待される効果

遮光資材の開閉期間が短縮でき、省力化できる。

３ 適用範囲

県内全域。ただし、施設栽培とする。

４ 普及上の留意点

(1) 短日処理効果は生育ステージに影響されるため、適期定植に努め、定植後は速やかに処理を
開始する。

(2) 短日処理の日長は９時間とする。
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